
1 塩田町分区域の街なみ環境整備

平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 嬉野市

・塩田町分区域への来訪者数の平成22年度（3,000人　Ｈ22．11現在）比1.2倍

（H23） （H25） （H27）
交流施設である旧検量所での来訪者記帳数の増加率を算定する。
（来訪者増加率％）＝（最終及び中間年次の来訪者数－平成22年度末の来訪者数）/（平成22年度末の来訪者数）×100 20%

事　後　評　価　

○事後評価の実施体制、実施時期

平成２８年３月

嬉野市にて実施

嬉野市ホームページにて公表

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　道路事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

1-A-1 住宅 一般 嬉野市 直/間 市/個人 79

合計 79

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計 0

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

事業内容番号 事業者 要素となる事業名種別等

社会資本総合整備計画（地域住宅支援）　事後評価書                           
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業

事業者
全体事業費

（百万円）

事後評価の実施体制

平成29年6月6日

0%

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
９５百万円 Ａ

『伝統的建造物群保存事業との連携により、地域の町並み景観の保存と活用を図ることで来訪者等へのホスピタリティが確保されつつも、住民が塩田津固有の歴史文化に誇りを持って生活できる質の高い環境の維持
形成を目指す。』

塩田・町分区域の街なみ環境整備事業

要素となる事業名（事業箇所） 事業内容・規模等

伝統的な建物を活かした住環境の整備や住宅等の修景等　26.1ha

７９百万円 Ｂ － Ｃ

事後評価の実施時期

公表の方法

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

１６百万円
効果促進事業費の割合

16.8%



番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

1-C-1 住宅 一般 嬉野市 直接 市 上町防災交流施設整備 面積Ｓ＝約140㎡ 嬉野市 16

1-C-2 住宅 一般 嬉野市 直接 市 街なみ防災計画作成等 嬉野市 0

1-C-3 住宅 一般 嬉野市 間接 地元協議会 嬉野市 0

合計 16

番号 備考

1-C-2

1-C-3

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 20%
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値 交流施設の整備を図り、案内所を開設したことにより

に差が出た要因 来訪者の拠り所や案内ガイドが充実したため、来訪者が増加した
最終実績値 50%

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

防災施設や小公園の整備、道路の美装化により町全体の利便性が向上したことや、案内板の設置及びボランティアガイドの育成などにより、他地域の人びとに対して
開放的な雰囲気が生まれ、来訪者の増加につながった。

平成２３年度から同２７年度までの事業は、まち全体の防災強化と住民のおもてなし意識の向上につながり、住民の安全確保と来訪者の増加に効果をもたらした。
今後、さらなる来訪者の増加と住民生活の改善をめざし、交通利便の向上（道路美装化等）を中心に整備を行っていく。

交流所の確保と整備によって住民の情報交換の場ができたことや、観光案内所の開設により、来訪者へのサービスが向上し、地域ガイドの数も増加した。

指標①（来訪者
増加率）

―

全体事業費

（百万円）

― 防災計画、本計画の見直し、事後評価等の調査

まちづくり活動への支援

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
　

市町村名

1-C-1
木造建築が連続する街なみにおいて、区域北側に整備済みである町並み防災交流センターと対極をなすように区域南側の消防分団詰所を棟続きの隣家との一体的修理を図かることで地震や大火などの
際の早期消防活動を実現するとともに、普段からの安全安心の拠り所として交流可能な防災施設を整備する。

交流会や勉強会の開催

一体的に実施することにより期待される効果

既締結のまちづくり協定を活かして今後の活動の支援等を図り、賑やかで持続的な住民生活のソフト面の強化を図る。

防災意識づくりのための防災計画の作成、継続事業の移行版を脱しない本計画について規定区域にとらわれない体系的な計画再編や本事業の評価調査等を実施する。

―

種別等

一体的に実施することにより期待される効果



（図面図書）地域住宅支援
1 塩田町分区域の街なみ環境整備

平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 佐賀県嬉野市

計画の名称

計画の期間 交付対象
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街なみ環境整備促進区域
街なみ環境整備事業地区 A=26.1ha

１－A－１

消火栓整備

１－C－１

上町防火交流施設整備

（防災交流所）

１－A－１

防災公園整備

（防火池）

1－A－1

住宅修景

１－A－１

道路美装

１－A－１

小公園・広場整備


